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量子情報・量子生命研究センター　副センター長

准教授 根来　誠
https://researchmap.jp/DNPne56
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量子コンピュータ、多量子ビット化

睡眠、環境音、ニューラルネットワーク、AI、可視化、良否

　IoT化、AI化の進展とともにデジタルデータの総
量は増大の一途であり、それを処理するコンピュー
タの処理能力への要求も増大する中、従来型コン
ピュータの処理能力向上は限界を迎えつつある。
このため、まったく異なる動作原理で飛躍的な処
理能力を持つ量子コンピュータの実用化への期待
が膨らむが、実用に耐えうる量子ビット数の量子コ
ンピューティング実現には、量子ビットそのものの
開発と合わせ、その制御装置の開発が必須である。
　根来グループでは、独自のアーキテクチャと高度
なアナログ／デジタル回路技術により、従来と比較
して大幅に小型化可能で、かつ、スケーラブルに多
量子ビット化に対応できる制御装置の開発に成功
し、理化学研究所などと共に量子コンピュータの多
ビット化に取り組んでいる。

独自アーキテクチャの制御装置で
量子コンピュータの多ビット化実現を目指す

研究の概要

　量子コンピュータは医薬品開発や材料開発、機
械学習等を飛躍的に発展させる可能性があり、既
に、キュエル株式会社(QuEL, Inc.)を設立、多量子
ビットに対応した量子コンピュータ制御装置の実
用化、ひいては量子コンピューティングの社会実装
に向けた取り組みを加速している。

社会実装に向けた将来展望

出願済

産業科学研究所
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パーソナル睡眠管理AI：
睡眠環境音で簡便に睡眠の質を判定
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　福井研究グループは、睡眠中の生体活動音を計測す
ることにより、睡眠パターンを可視化し、さらに睡眠の
良否を判定できるAI技術を開発した。従来の睡眠評価
法「睡眠ポリソムグラフィ検査」（PSG）は睡眠障害検査
や睡眠科学研究向けであり、専門の施設を必要とす
る。本技術は、睡眠中の生体活動（体動、いびき、歯ぎ
しり）および環境音（エアコンなど）を計測し、各事象
の特徴ベクトルを得、それらの集合を入力としてニュー
ラルネットワーク学習により睡眠パターンを可視化で
きる。さらに、生体活動に関連する音事象の時系列
データを基にして機械学習により睡眠の良否判別モデ
ルを構築した。これらの技術は、従来の睡眠ステージ

（レム・ノンレムなど）による機能評価とは異なり、「睡
眠の個性」を評価できる。現在、77.5% の正答率で睡眠
の良否判定が可能であることを確認している。

研究の概要

　スマホへのアプリケーション開発や、ベッドに測定・
判定システムを組み入む等、実用化に向けたシステム
開発が可能である。個人の睡眠パターンを簡便に可視
化し睡眠の良否判定することにより、最適な睡眠環境

（空調、音楽、芳香など）を個人に合わせてデザインす
ることも可能となる。

社会実装に向けた将来展望

・H. Wu, T. Kato, M. Numao and K. Fukui, Statistical sleep pattern modelling for sleep quality assessment based on 
sound events, Health Inf Sci Syst. 2017 Dec; 5(1): 11
・H. Wu, T. Kato, T. Yamada, M. Numao and K. Fukui. Personal Sleep Pattern Visualization using Sequence-based 
Kernel Self-Organizing Map on Sound Data, Artificial Intelligence in Medicine, Vol. 80, pp. 1-10, 2017.

睡眠パターンの可視化

睡眠の良否判定

システム開発例

量子ビット数の推移予想と応用

スケーラブルな制御装置


